
（別紙３）

～ 2026 年 1 月  31 日

（対象者数） 19 （回答者数）
10

～ 2026 年 1 月  31 日

（対象者数） 5 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

対話の機会を増やし、絵本や言葉遊びを取り入れながら語彙

力を育てるとともに、安心して気持ちを伝えられる環境づく

りを行う。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

定期的に同法人内または他事業所との交流を図り、コミュニ

ケーションの機会を増やす

2

3

児童発達支援からの持ち上がりのため密な連携ができる

同年齢の児童が通っているため、同年齢同士の関りができる

子ども達同士が円滑にコミュニケーションを図れるよう、大人

が適切に間に入り、言葉の選択を促すとともに、語彙の習得、

向上を支援する

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

同年齢の児童が集まっているため、異年齢の児童との関わりを

通じた学びの機会が限られる

2025 年 2 月 1 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026 年 1 月 31 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 リュミエール　放課後

○保護者評価実施期間
2025 年 2 月 1 日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


